
年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 4 組

使用教科書：７実教　福祉７０１　社会福祉基礎　 副教材：最新　介護福祉士養成講座　２　社会の理解　

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技術】 【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】

・教材

定期考査 〇 〇 -

【知識及び技術】 ・指導事項 【知識及び技術】

●人間関係の形成

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】 ・教材 【学びに向かう力、人間性等】

教科書、テキスト、

介護福祉用語辞典、プリント

一人１台端末の活用

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 〇 〇 1

福祉
福祉における実践的・体験的な学習活動を通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可
能な福祉社会の発展を担う職業人の育成を目指す

野津田 福祉科 社会福祉基礎
福祉 社会福祉基礎 2

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

社会福祉について体系的に・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身に付けるようにす
る。

社会福祉の展開に関する課題を発見し、職業人
に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基
づいて創造的に解決する力を養う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学
び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会福祉の創造と発展
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う

社会福祉基礎
現代社会における社会福祉の意義や役割を理解するとともに関連する技術を身に付け、社会福
祉の向上と発展にを担うために必要な資質・能力の育成する

態
配当
時数

・人間の尊厳と自立

１
学
期

・指導事項

〇 〇 〇 12

人間の尊厳と利用者主体、介護を必
要とする人の自立支援について理解
するとともに、関連する知識を身に
つける

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

人間の尊厳と利用者主体、介護を必
要とする人の自立支援について、グ
ループで話し合った内容をまとめて
発表する

教科書、テキスト、介護福祉用語辞
典、プリント、一人１台端末

・人間関係の形成
・人間関係におけるコミュニケー
ションの基礎

〇 〇 〇

●人間の尊厳と自立 人間の尊厳と利用者主体、介護を必要とする人
の自立支援について、理解した内容を記入して
いるか

・人間の尊厳と人権・福祉理念、自
立のあり方について

人間の尊厳と利用者主体、介護を必要とする人
の自立支援について、考察した内容を記入して
いるか

人間の尊厳と利用者主体、介護を必
要とする人の自立支援について考察
し、内容を記入する

人間の尊厳と利用者主体、介護を必要とする人
の自立支援について、グループワークで話し
合った内容をまとめ、発表しているか

13

人間と介護の関係、自分と他者、コ
ミュニケーションの概念、対人援助
における基本的態度などについて理
解するとともに、関連する知識を身
につける

人間と介護の関係、自分と他者、コミュニケー
ションの概念、対人援助における基本的態度な
どについて、理解した内容を記入しているか

●人間関係におけるコミュニケー
ションの基礎

・人間と人間関係、対人関係（対人
援助関係）とコミュニケーションに
ついて

人間と介護の関係、自分と他者、コミュニケー
ションの概念、対人援助における基本的態度な
どについて、考察した内容を記入しているか

人間と介護の関係、自分と他者、コ
ミュニケーションの概念、対人援助
における基本的態度などについて考
察し、内容を記入する

人間と介護の関係、自分と他者、コミュニケー
ションの概念、対人援助における基本的態度な
どについて、グループワークで話し合った内容
をまとめ、発表しているか

人間と介護の関係、自分と他者、コ
ミュニケーションの概念、対人援助
における基本的態度などについてグ
ループで話し合った内容をまとめて
発表する



【知識及び技術】
・指導事項 【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

・教材 【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 〇 〇 1

【知識及び技術】 ・指導事項 【知識及び技術】

●社会と生活のしくみ

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・教材

教科書、テキスト、
【学びに向かう力、人間性等】 介護福祉用語辞典、プリント

一人１台端末

定期考査 〇 〇 1

【知識及び技術】 ・指導事項

【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】

・教材

教科書、テキスト、 【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】 社会福祉小六法、プリント

一人１台端末

定期考査 〇 〇 1

合計

・介護実践におけるチームマネジメント

２
学
期

〇 〇 〇 14

介護実践・ケアを展開するための
チームマネジメント、介護福祉職と
してのキャリアなどについて理解す
るとともに、関連する知識を身につ
ける

●介護実践におけるチームマネジメ
ント

介護実践・ケアを展開するためのチームマネジ
メント、介護福祉職としてのキャリアなどにつ
いて理解した内容を記入しているか・介護実践・ケアの展開・人材育

成、組織の目標達成におけるチーム
マネジメントについて

〇 16

社会生活のメカニズム、家族・社
会・地域の概念と変容、自助互助共
助公助などについて理解するととも
に、関連する知識を身につける

社会生活のメカニズム、家族・社会・地域の概
念と変容、自助互助共助公助などについて理解
した内容を記入しているか

・生活の基本機能、家族・社会・地
域などとのなどの機能と役割につい
て

社会生活のメカニズム、家族・社会・地域の概
念と変容、自助互助共助公助などについて考察
した内容を記入しているか

社会生活のメカニズム、家族・社
会・地域の概念と変容、自助互助共
助公助などについて考察し、内容を
記入する

介護実践・ケアを展開するための
チームマネジメント、介護福祉職と
してのキャリアなどについて考察
し、内容を記入する

介護実践・ケアを展開するためのチームマネジ
メント、介護福祉職としてのキャリアなどにつ
いて考察した内容を記入しているか

【学びに向かう力、人間性等】

介護実践・ケアを展開するための
チームマネジメント、介護福祉職と
してのキャリアなどについてグルー
プで話し合った内容をまとめて発表
する

教科書、テキスト、介護福祉用語辞
典、プリント、一人１台端末の活用

介護実践・ケアを展開するためのチームマネジ
メント、介護福祉職としてのキャリアなどにつ
いてグループワークで話し合った内容をまと
め、発表しているか

社会生活のメカニズム、家族・社会・地域の概
念と変容、自助互助共助公助などについてグ
ループワークで話し合った内容をまとめ、発表
しているか

社会生活のメカニズム、家族・社
会・地域の概念と変容、自助互助共
助公助などについてグループで話し
合った内容をまとめて発表する

・地域共生社会の実現にむけた制度
や施策

３
学
期

〇 〇

・社会と生活のしくみ

〇 〇

70

〇 11

地域福祉の理念・推進、地域共生社
会の理念・実現の取り組みなどにつ
いて理解するとともに、関連する知
識を身につける

●地域共生社会の実現にむけた制度
や施策

地域福祉の理念・推進、地域共生社会の理念・
実現の取り組みなどについて、理解した内容を
記入しているか

・地域福祉の発展、地域共生社会、
地域包括ケアについて

地域福祉の理念・推進、地域共生社
会の理念・実現の取り組みなどにつ
いて考察し、内容を記入する

地域福祉の理念・推進、地域共生社会の理念・
実現の取り組みなどについて、考察した内容を
記入しているか

地域福祉の理念・推進、地域共生社会の理念・
実現の取り組みなどについて、グループワーク
で話し合った内容をまとめ、発表しているか

地域福祉の理念・推進、地域共生社
会の理念・実現の取り組みなどにつ
いて、グループで話し合った内容を
まとめて発表する



年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 4 組

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ 1

基礎的な介護知識の習得のほか、現代の福祉課題を捉え考
察し、選択・判断するための手がかりとなる概念や理論に
ついて理解し、関連する技術を身につける。また、様々な
資料から、介護福祉分野における課題を読み取り、現在の
状況を知り介護実習の実践に繋げる。

介護に関する課題を発見し、職業人に求められている
適切な倫理観を養い、科学的根拠に基づいた介護方法
を身につけ、確かな創造力に基づいた介護実践する力
を養う。

よりよい社会の実現（共生社会）に向けて、自己に求
められている役割を理解すると共に、現代の諸課題を
整理し主体的に解決しようとする態度を養う。福祉の
見方・考え方を多面的に捉える力を養い協働的に取り
組む力も身につける。

１
学
期

第１章　介護福祉を取り巻く環境
○介護福祉の基本となる理念
〇介護福祉の歴史

【知識及び技術】
専門職による「介護」が誕生した経緯を
理解させる。介護と看護の違いについて
理解させる。

【思考力・判断力・表現力等」
「介護福祉士」の役割についてや、福祉
三法から福祉六法への変遷について説明
することができる。

【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」の仕事について具体的な
イメージを持つことができる。

【指導項目】
第1章 介護福祉とは
・介護の成り立ち
・介護福祉を取り巻く環境
・介護サービスと家族介護のバランス

【教材】
教科書、ワーク、プリント

　介護の成り立ち
【知識及び技術】
　専門職による「介護」が誕生した経緯を記入してい
る。
　福祉三法・六法の変遷について記入している。

【思考力・判断力・表現力等】
「介護福祉士」の専門性について考察する。
「介護福祉士」という仕事が誕生した背景を考察す
る。

【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」の仕事について具体的なイメージを相
手に話すことができる。
　老人福祉法が成立した背景を話すことができる。

○ ○ ○ 9

定期考査
○ ○ 1

第２章　介護福祉士の役割と機能
〇社会福祉士及び介護福祉士法
【知識及び技術】
専門職としての介護福祉士が、１９８７
年に「社会福祉士及び介護福祉士法」の
施行とともに制度化されたことについて
理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
介護福祉士が守るべき義務規定につい
て、説明することができる。

【学びに向かう力・人間力等】
心身の状況に応じた介護がどのようなも
のなのかについてまとめ、発表すること
ができる。

【指導項目】
介護福祉士の役割と機能
・社会福祉士及び介護福祉士法
・社会福祉士及び介護福祉士法に関連す
る
　諸規定
・心身の状況に応じた介護

【教材】
教科書、ワーク、プリント

介護福祉士の役割と機能
【知識及び技術】
社会福祉士及び介護福祉士法が誕生した背景や、時代
の変化により求められるニーズの違いについて記入し
ている。

【思考力・判断力・表現力等】
社会福祉士及び介護福祉士法が示したわが国の介護福
祉の基本理念や原則について、資料を見ながら考察す
ることができる。

【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」として、という仕事が誕生した背景を
イメージし、心身の状況に応じた変化について説明す
ることができる。

○ ○ ○

福祉 介護福祉基礎
福祉 介護福祉基礎 2

介護福祉基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

福祉

【 知　識　及　び　技　能 】

7実教　福祉702　介護福祉基礎　　副教材：最新　介護福祉士養成講座4　第2版　介護の基本Ⅰ

福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につけるようにする

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ
協働的に取り組む姿勢を養う

介護の意義と役割を理解するとともに関連する技術を身に付け、地域における継続した生活の支援を担
う職業人として必要な資質・能力を育成する

態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

12

福祉における実践的・体験的な学習活動を通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉
の推進と持続可能な福祉社会の発展を担う職業人の育成を目指す

小テスト



〇 〇 1

合計

70

２
学
期

第４章　自立に向けた介護
〇自立支援の考え方
〇意思決定支援・就労支援
〇自立と生活支援
【知識及び技術】
介護における自立支援の在り方、関わり
方について理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
利用者のニーズに寄り添った支援とは何
かについて説明する。
【学びに向かう力・人間性等】
利用者の意思決定には、どのような支援
が必要かについて検討し、寄り添う態度
を養う。

【指導項目】
介護福祉における自立支援
・介護におけるICFのとらえ方
・自立支援と介護予防
・自立支援とリハビリテーション

【教材】
教科書、ワーク、プリント

【知識及び技術】
自立支援の方法や、専門職としての関わり方・多職種
との連携の方法や情報共有について記入している。

【思考力・判断力・表現力等】
ICFの考え方に基づいた支援方策を検討することがで
きる。できるできないではなく、もしできないならど
のような改善や計画の練り直しが必要か、考察してい
る。

【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」としてのリハビリテーションへの向き
合い方について、説明する。

〇 〇 〇 14

小テスト
〇 〇 1

第３章　尊厳を支える介護
〇介護倫理の実践と「尊厳ある介護実
践」
〇プライバシー保護と介護の倫理
〇高齢者虐待と生命倫理
【知識及び技術】
尊厳ある介護とは、どのような実践であ
るかについて理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
プライバシー保護を行う場面は、介護業
務の中でどんな場面かについて説明す
る。
【学びに向かう力・人間性等】
高齢者虐待を防止に係る政府や自治体、
施設の実践を学び自ら虐待防止する態度
を養う。

【指導項目】
介護実践における倫理
・介護にたずさわる人が持つべき職業倫
理
・倫理的対応が必要な事例
・日本介護福祉士会倫理綱領

【教材】
教科書、ワーク、プリント

【知識及び技術】
介護倫理について、介護職員が備えるべき価値観を記
入している。

【思考力・判断力・表現力等】
日本介護福祉士会倫理綱領の主な条項を説明すること
ができる。

【学びに向かう力・人間性等】
プライバシー保護のさまざまな場面を想定し、自分が
その現場にいたらどのような対応をとるか、想像して
伝えることができる。

〇 〇

〇 15

３
学
期

第３章　介護福祉士の倫理
〇介護実践における倫理
〇日本介護福祉士会倫理綱領

【知識及び技術】
介護業務における倫理的対応を理解す
る。
【思考力・判断力・表現力等】
利用者の尊厳を守り、専門職としてどう
対応することが望ましいを説明する。
【学びに向かう力・人間性等】
倫理綱領に則った「介護福祉士」として
業務を行おうとする態度を養う。

【指導項目】
●介護従事者の倫理
　・介護福祉士に求められる職業倫理
  ・日本介護福祉士会倫理綱領

【教材】
教科書、ワーク、プリント

【知識及び技術】
職業倫理について具体的な内容を記入している。

【思考力・判断力・表現力等】
事例をとおして、どのように対応すれば利用者の尊厳
をも盛ることができるのかについて説明することがで
きる。

【学びに向かう力・人間性等】
倫理綱領に記載されている事項について、自分の言葉
で伝えることができる。

〇 〇

定期考査

〇 15

定期考査 〇 〇 1



年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 4 組

使用教科書：７実教　福祉３０３　生活支援技術 副教材：最新　介護福祉士養成講座　６　生活支援技術Ⅰ、

最新　介護福祉士養成講座　７　生活支援技術Ⅱ

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技術】 【知識及び技術】

●生活支援の理解

【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1

・指導項目 【知識及び技術】
●自立に向けた居住環境の整備

【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1

【知識及び技術】 ・指導項目 【知識及び技術】
●自立に向けた移動の介護

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】 ・教材

定期考査 ○ ○ 1

【知識及び技術】 ・指導項目 【知識及び技術】
●自立に向けた移動の介護

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
【学びに向かう力、人間性等】

・教材

定期考査 ○ ○ 1

【知識及び技術】 ・指導項目 【知識及び技術】
●自立に向けた身じたくの介護
●福祉用具の意義

福祉用具の重要性、福祉用具の種類
【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

・教材

定期考査 ○ ○ 1

合計

70

・自立に向けた身じたくの介護
・福祉用具の意義

３

学

期

○ ○ ○ 13

自立した身じたくの一連の流れ、
状態に応じた身じたく、他職種の
役割福祉用具の分類などについ
て、教科書やプリントの記述から
理解した内容を記入する

自立した身じたくの一連の流れ、状態に応
じた身じたく、他職種の役割福祉用具の分
類などについて、理解した内容をワーク
シートに記入する
これまでの実技のまとめとして、実技試験
をもとに技術習熟点をつける

自立した身じたくとは、身じたく
の介護における多職種との連携

自立した身じたくの一連の流れ、
状態に応じた身じたく、他職種の
役割福祉用具の分類などについて
考察し、内容を記入する

○ 13

自立した移動の一連の流れ、起居
動作、安楽姿勢などについて、教
科書やプリントの記述から理解し
た内容を記入する

自立した移動の一連の流れ、起居動作、安
楽姿勢などについて、理解した内容をワー
クシートに記入する自立した移動とは、自立に向けた

移動・移乗の介護

自立した移動の一連の流れ、起居動作、安
楽姿勢などについて、理解を深めるために
他者の意見を聞き、様々な生活を考察した

自立した移動の一連の流れ、起居
動作、安楽姿勢などについて、考
察し、内容を記入する

自立した身じたくの一連の流れ、状態に応
じた身じたく、他職種の役割福祉用具の分
類などについて、理解を深めるために他者
の意見を聞き、様々な生活を考察したの内

自立した身じたくの一連の流れ、
状態に応じた身じたく、他職種の
役割福祉用具の分類などについて
グループで話し合った内容をまと

自立した身じたくの一連の流れ、状態に応
じた身じたく、他職種の役割福祉用具の分
類などについて、グループワークで話し
合った内容をまとめ、共有し技術につなげ
る教科書、テキスト、ワークシー

ト、一人一台端末

○ 14

車いす・歩行の介助、他職種の役
割と介護福祉職との連携などにつ
いて、教科書やプリントの記述か
ら理解した内容を記入する

車いす・歩行の介助、他職種の役割と介護
福祉職との連携などについて、理解した内
容をワークシートに記入する自立に向けた移動・移乗の介護、

移動の介護における多職種との連
携

車いす・歩行の介助、他職種の役割と介護
福祉職との連携などについて、理解を深め車いす・歩行の介助、他職種の役

割と介護福祉職との連携などにつ
いて、考察し、内容を記入する

車いす・歩行の介助、他職種の役割と介護
福祉職との連携などについて、グループ
ワークで話し合った内容をまとめ、発表を

車いす・歩行の介助、他職種の役
割と介護福祉職との連携などにつ
いて、グループで話し合った内容
をまとめ、発表する

教科書、テキスト、ワークシー
ト、一人一台端末

・自立に向けた移動の介護

自立した移動の一連の流れ、起居動作、安
楽姿勢などについて、グループワークで話
し合った内容をまとめ、共有し技術につな
げる

自立した移動の一連の流れ、起居
動作、安楽姿勢などについて、グ
ループで話し合った内容をまと
め、発表する

教科書、テキスト、ワークシー
ト、一人一台端末

・自立に向けた移動の介護

○ ○

２

学

期

○ ○

・生活支援の理解自立に向けた居
住環境の整備

【知識及び技術】

○ ○ ○ 14

家族と生活空間、生活・室内環
境、援助における多職種連携など
について、教科書の記述から理解
した内容を記入する
ベッドメイキングの技術の手順を
演習で表現する

家族と生活空間、生活・室内環境、援助に
おける多職種連携などについて、理解した
内容をワークシートに記入する
ベッドメイキング方法について、実技試験
をもとに技術習熟点をつける

住まいの役割と機能、快適な室内
環境、多職種との連携の理解、
ベッドメイキング方法の技術

家族と生活空間、生活・室内環境、援助に
おける多職種連携などについて、理解を深
めるために他者の意見を聞き、様々な生活
を考察したの内容を記入する
ベッドメイキング方法について、手順をも
とに演習に移す

家族と生活空間、生活・室内環
境、援助における多職種連携など
について、考察し、内容を記入す
る
ベッドメイキングの技術を実践で
表現できる

家族と生活空間、生活・室内環境、援助に
おける多職種連携などについて、グループ
ワークで話し合った内容をまとめ、共有し
技術につなげる
ベッドメイキング技術習得のためにグルー

家族と生活空間、生活・室内環
境、援助における多職種連携など
について、グループで話し合った
内容をまとめ、発表する
ベッドメイキングの技術習得に向
けた行動をする

・教材
教科書、テキスト、ワークシー
ト、一人一台端末

配当
時数

・生活支援の理解 ・指導項目

１

学

期

○ ○ ○ 11

生活支援の基本的な考えやチーム
アプローチなどについて、教科
書、プリントなどの記述から理解
した内容を記入する

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

生活支援とは何か、利用者理解のICF、チー
ムアプローチなどについて、理解した内容
をワークシートに記入する生活支援や介護過程の視点、チー

ムアプローチのあり方などの理解

生活支援とは何か、利用者理解のICF、チー
ムアプローチなどについて、理解を深める
ために他者の意見を聞き、様々な生活を考
察したの内容を記入する

生活支援の基本的な考えやチーム
アプローチなどについて、考察
し、内容を記入する。

・教材 生活支援とは何か、利用者理解のICF、チー
ムアプローチなどについて、グループワー
クで話し合った内容をまとめ、発表する

生活支援の基本的な考えやチーム
アプローチなどについて、グルー
プで話し合った内容をまとめて発
表する

教科書、テキスト、ワークシー
ト、一人一台端末

態

生活支援技術
サービス利用者主体の生活支援の在り方を理解するとともに関連する技術を身に付け、尊厳の
保持や自立支援に根ざした継続的で豊かな生活支援に必要な資質・能力を育成する

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自立生活の支援について体系的・系統的に理解
するとともに、関連する技術を身に付けるよう
にする。

自立生活の支援の展開に関する課題を発見し、
職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根
拠に基づいて創造的に解決する力を養う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学
び、自立生活の適切な支援に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

福祉
福祉における実践的・体験的な学習活動を通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可
能な福祉社会の発展を担う職業人の育成を目指す

【 知　識　及　び　技　術 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会福祉の創造と発展に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う

野津田 福祉科 生活支援技術
福祉 生活支援技術 2



年間授業計画

高等学校 令和８年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 4 組

使用教科書： （ )

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

福祉 介護総合演習
福祉 介護総合演習 1

福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

最新　介護福祉士養成講座10　第2版　介護総合演習・介護実習

福祉
福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を通
じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能な社会福祉の発展を担う職業人として必要な
資質・能力を育成する。

【 知　識　及　び　技　能 】 福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的か
つ協働的に取り組む姿勢を養う。

介護総合演習 介護実習などについて、他科目で学んだ知識などを統合し、課題解決に必要な資質・能力を育成する。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地域福祉や社会福祉について体系的・系統的に理解すると
ともに、関連する技術を身に付ける。

地域福祉や社会福祉に関する課題を発見し、職業人
に求められる倫理観を踏まえ解決策を探求し、科学
的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、地
域福祉や社会福祉の創造と発展に主体的かつ協働的
に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

配当
時数

１
学
期

介護演習

【知識及び技術】
介護実習が適切かつ総合的に展開でき
るように、介護実習の意義や目的など
について理解するとともに、関連する
技術を身に付ける。

【思考、判断、表現等】
介護実習を通して個人情報保護やリス
クマネジメントなどについて課題を発
見し、職業人に求められる倫理観を踏
まえ科学的な根拠に基づいて創造的に
解決する。

【学びに向かう力、人間性等】
地域での継続した生活を支援する介護
実習について自ら学び、主体的かつ協
働的に取り組む。

【指導項目】
マナー講座(実習にのぞむ態度や学ぶ
姿勢)
介護実習Ⅱ事前指導(個人票・実習日
誌の書き方・目標の立て方・実習施
設への電話のかけ方)
実習施設調べ(高齢施設・障害施設)

【教材】
教科書、テキスト、社会福祉小六
法、ワークシート、実習日誌、個人
票、PC端末

【知識及び技術】
介護実習施設の概要のみならず、意義や目的、実
習生としての心構えなどの説明された内容を理解
することができたか。また、介護実習に必要な目
標設定をし、個人票などに文章で記入することが
できたか。

【思考、判断、表現等】
介護実習を通して個人情報保護やリスクマネジメ
ントへの取り組みを学び、他科目で学んだ知識と
技術を統合し、具体的な事例について考察し、よ
り良い生活支援について文章や発言するなど発信
ができたか。

【学びに向かう力、人間性等】
地域のなかにある介護施設の役割を理解した上
で、介護実習について自ら学び、具体的な事例を
から得た課題について、解決方法などをグループ
の中で話し合い、より良い方法を見つけ出して発
表することができたか。

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○

２
学
期

事例研究
　
【知識及び技術】
事例研究を通してサービス利用者の心
理や生活状態などについて理解すると
ともに、関連する技術を身に付ける。

【思考、判断、表現等】
介護実習や福祉活動などから得た体験
についての課題を発見し、職業人に求
めらる倫理観を踏まえ科学的な根拠に
基づいて創造的に解決する。

【学びに向かう力、人間性等】
介護実習がや福祉活動などから得た体
験について自ら学び、事例研究に主体
的かつ協働的に取り組む。

【指導項目】
介護実習の振り返り・お礼状
介護実習援助事例研究

【教材】
教科書、テキスト、社会福祉小六
法、ワークシート、PC端末

【知識及び技術】
介護実習での学びから事例研究を通して、サービ
ス利用者の心理や生活状態などについて、理解す
るとともに関連する知識と技術を身に付けること
ができたか。

【思考、判断、表現等】
介護実習や福祉活動などから得た体験について課
題を発見し、福祉専門職として必要な援助方法や
価値観について考察することができたか。

【学びに向かう力、人間性等】
介護実習や福祉活動などから得た体験について自
ら学び、職業人に求められる倫理観を踏まえ、科
学的な根拠に基づく介護を目指した事例研究に主
体的かつ協働的に取り組むことができたか。

〇 〇 11

定期考査 〇 〇 1

〇

３
学
期

調査、研究、実験

【知識及び技術】
調査、研究、実験を通して、福祉の各
分野について理解するとともに、関連
する技術を身に付ける。

【思考、判断、表現等】
福祉の各分野について、調査、研究、
実験などを通して課題を発見するとと
もに、職業人に求められる倫理観を踏
まえ科学的な根拠に基づいて創造的に
解決する。

【学びに向かう力、人間性等】
福祉の各分野について自ら学び、主体
的かつ協働的に取り組む。

【指導項目】
介護実習Ⅱ事事後導

【教材】
教科書、テキスト、社会福祉小六
法、ワークシート、PC端末

【知識及び技術】
調査、研究、実験を通して、これまでの学習内容
と介護実習での経験から、関連する部分を理解す
ることができる。

【思考、判断、表現等】
福祉分野について、調査、研究、実験などを通じ
て、サービス利用者の生活課題を発見し、問題解
決について考察することができたか。

【学びに向かう力、人間性等】
福祉の各分野について自ら学び、これまでの学習
や経験を通して、これからの福祉に必要なことな
どを、グループで話し合い、まとめた内容を発表
することができたか。

〇

合計

35

〇 11

定期考査
〇 〇 1

〇



年間授業計画

高等学校 令和８年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 4 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

福祉 介護福祉基礎
福祉 介護総合演習 3

（最新　介護福祉士養成講座10　第2版　介護総合演習・介護実習）

福祉
福祉における実践的・体験的な学習活動を通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可
能な福祉社会の発展を担う職業人の育成を目指す

【 知　識　及　び　技　能 】 福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける。

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ
協働的に取り組む姿勢を養う。

介護福祉基礎
個別ケアについて、実践的・体験的な学習活動を行い、対象者の生活支援における資質・能力を育成す
る。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
サービス利用者主体の生活支援に必要な資質・能力を地域
における生活の継続性と関連させながら体系的・系統的に
理解するとともに、実践的・体験的な学習活動を通して関
連する技術を身に付ける。

地域における継続した生活に関連する課題を発見し、
職業人に求められる倫理観を踏まえ、解決する力を養
う。

地域における継続した生活の支援を行うため、福祉の
見方・考え方を働かせ、主体的かつ協働的に取り組む
態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

〇 105〇

３
学
期

２
学
期

多様な介護の場における実習

【知識及び技術】
サービス利用者の生活環境について、福
祉施設の援助場面とともに施設の設備な
ど理解する。

【思考、判断、表現等】
サービス利用者に対し、コミュニケー
ションを通して個々に応じた実践的なコ
ミュニケーションについて思考する。

【学びに向かう力、人間性等】
サービス利用者に対し、多様なコミュニ
ケーション方法を主体的かつ協働的にに
取り組む。

【指導項目】
多様な介護の場における実習
　
【教材】
実習日誌、中間・総合反省会シート

【知識及び技術】
福祉施設におけるサービス利用者の生活環境につい
て、居室や施設設備などの特性を理解し、実習日誌に
内容を記入する。

【思考、判断、表現等】
サービス利用者に対し、個々の状態や状況に応じた実
践的なコミュニケーションを通して、考察したことを
日誌に記入する。

【学びに向かう力、人間性等】
サービス利用者の生活環境の理解や様々な援助方法な
ど主体的に取り組み、そこでの理解や思考を反省会で
伝え、話し合うことができる。

〇

合計

105



年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 4 組

使用教科書： 副教材：最新　介護福祉士養成講座　１１　こころとからだのしくみ

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・指導事項 【知識及び技術】
●からだのしくみの理解

【知識及び技術】 ・身体部位、骨格、格筋、脳・神経系
、循環器の構造としくみ

・教材 【思考、判断、表現等】
教科書、テキスト

【思考、判断、表現等】 プリント、一人一台端末

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 〇 〇 1
・からだのしくみの理解 ・指導事項 【知識及び技術】

●からだのしくみの理解
【知識及び技術】 ・消化器、泌尿器、生殖器、内分泌

の構造としくみ

・教材 【思考、判断、表現等】
教科書、テキスト

【思考・判断・表現】 プリント、一人一台端末

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 〇 〇 1

野津田 福祉科 こころとからだの理解

福祉 こころとからだの理解 2

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

７実教　福祉３０４　こころとからだの理解

福祉

【 知　識　及　び　技　術 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする

福祉における実践的・体験的な学習活動を通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可
能な福祉社会の発展を担う職業人の育成を目指す

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会福祉の創造と発展
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う

こころとからだの理解
人間の理解に必要な心身の構造や機能、生活支援に必要なこころとからだの関係、認知症と障
害などについて、福祉を実践する際の根拠を理解するとともに関連する技術を身に付け、生活
支援を行うために必要な資質・能力を育成する

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自立生活の支援に必要なこころとからだについ
て体系的・系統的に理解するとともに、関連す
る技術を身に付けるようにする。

自立生活の支援に必要なこころとからだに関す
る課題を発見し、職業人に求められる倫理観を
踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。

健全持続的な社会の構築を目指して自ら学
び、こころとからだに基づいた自立生活の支
援に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

・からだのしくみの理解

〇 〇 〇

〇 〇

14

身体部位、骨格筋、脳・神経系のしくみに
ついて、説明された内容を理解し、適切に
記入するからだのしくみについて、身体の

名称や可動域等それぞれを理論的
に理解し身につける

身体部位、骨格筋、脳・神経系のしくみに
ついて、自身のからだの動きなどを通して
考察し、根拠を示しながらその内容を記入
する

からだのしくみについて、それぞ
れの部位の関連性について考察
し、その根拠を示し、表出する力
を養う

身体部位、骨格筋、脳・神経系のしくみに
ついて、それぞれの機能が自分らしい生活
に結び付けることができるかグループで話
し合い、内容をまとめ、発表する

からだのしくみについて、それぞ
れの部位の役割を通して、自立に
つながる支援方法の理解に結び付
けるため、話し合いを通して、主
体的かつ協働的に取り組む態度を
養う

15

内臓系、生殖器などのしくみについて、説
明された内容を理解し、適切に記入する

内臓系、生殖器などのしくみにつ
いて、それぞれを理論的に理解し
身につける

内臓系、生殖器などのしくみについて、自
身のからだの機能などを通して考察し、根
拠を示しながらその内容を記入する内臓系、生殖器などのしくみにつ

いて、それぞれの部位の関連性に
ついて考察し、その根拠を示し、
表出する力を養う

内臓系、生殖器などのしくみについて、生
活上の安定につながる支援方法について、
話し合いを通してまとめ記入する

内臓系、生殖器などのしくみにつ
いて、それぞれの部位の役割を通
して、生活上の支援方法の理解に
結び付けるため、話し合いを通し
て協働的に取り組む態度を養う

〇



・指導事項 【知識及び技術】

【知識及び技術】

・教材 【思考、判断、表現等】
教科書、テキスト

【思考、判断、表現等】 プリント、一人一台端末

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 〇 〇 1
・指導事項 【知識及び技術】

【知識及び技術】

・教材 【思考、判断、表現等】
教科書、テキスト

【思考・判断・表現】 プリント、一人一台端末

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 〇 〇 1
・指導事項 【知識及び技術】

【知識及び技術】

・教材 【思考、判断、表現等】
教科書、テキスト

【思考、判断、表現等】 プリント、一人一台端末

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 〇 〇 1

合計

〇 〇 13

●こころのしくみの理解 防衛機制、学習、欲求等のしくみについ
て、説明された内容を理解し、適切に記入
する

・防衛機制、学習、欲求などの
しくみと種類

顔面、口腔の構造、観察のポイン
ト等について、それぞれを理論的
に理解し身につける

顔面、口腔の構造、観察のポイン
ト等について、それぞれの部位の
関連性について考察し、その根拠
を示し、表出する力を養う

２
学
期

・こころのしくみの理解

〇

こころのしくみについて、防衛機
制、学習、欲求等それぞれを理論
的に理解し身につける

防衛機制、学習、欲求等のしくみについ
て、自身のからだの働きや防衛機能などに
ついて日常で必要な手立てを考察し、根拠
を示しながらその内容を伝える

こころのしくみについて、防衛機
制、学習、欲求等について考察
し、その根拠を示し、表出する力
を養う

防衛機制、学習、欲求等のしくみについ
て、それぞれの機能が自分らしい生活に結
び付けることができるかグループで話し合
い、内容をまとめ、発表する

こころのしくみについて、防衛機
制、学習、欲求等それぞれの部位
の役割を通して、自立につながる
支援方法の理解に結び付けるた
め、話し合いを通して、主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う

・身じたくに関連したこころとか
らだのしくみ

顔面、口腔の構造、観察のポイン
ト等について、それぞれの部位の
役割を通して、生活上の支援方法
の理解に結び付けるため、話し合
いを通して協働的に取り組む態度
を養う

〇 〇

13

●身じたくに関連したこころとからだ
のしくみ

顔面、口腔の構造、観察のポイント等につ
いて、説明された内容を理解し、適切に記
入する・顔面、口腔の構造やそらぞれ

の部位の清潔の必要性と方法

顔面、口腔の構造、観察のポイント等につ
いて、自身のからだの機能などを通して考
察し、根拠を示しながらその内容を記入す
る

顔面、口腔の構造、観察のポイント等につ
いて、生活上のからだの変化に気付きなが
らより良い支援方法について、話し合いを
通して共有する

〇

３
学
期

・移動に関連したこころとからだ
のしくみ

〇 〇

移動の必要性や効果、観察のポイ
ントなどについて、理論的に理解
し身につける

移動の必要性や効果、観察のポイ
ントなどについて、それぞれの部
位の関連性について考察し、その
根拠を示し、表出する力を養う

移動の必要性や効果、観察のポイ
ントなどについて、それぞれの部
位の役割を通して、自立につなが
る支援方法の理解に結び付けるた
め、話し合いを通して、主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う

70

10

●移動に関連したこころとから
だのしくみ

姿勢、移動の必要性や効果、観察などにつ
いて、説明された内容を理解し、適切に記
入する・姿勢や移動、ボディメカニク

スなどの効果や影響

姿勢、移動の必要性や効果、観察などの理
解から、介助方法に結び付けられるよう考
察し、根拠を示しながらその内容を記入す
る

姿勢、移動の必要性や効果、観察などにつ
いて、機能の変化に対する介助方法につい
てグループで話し合い、内容をまとめ、発
表する

〇


